バロック時代のドイツにおける宮廷の政治的機能をめぐる諸問題 by 千葉,徳夫
e．個人研究
バロック時代のドイツにおける
宮廷の政治的機能をめぐる諸問題
千　葉　徳　夫
　ドイツにおいて絶対主義研究といえば，これまでテー
マは官僚制，軍制，重商主義とだいたい相場が決まっ
ていた。ところが20年前ころから宮廷の問題がクロー
ズアップされ，いろいろと議論されており，現在，ド
イツ近世国制史研究はこの問題を避けて通るわけには
いかない状況にある。ヨーロッパの宮廷といえば，ヴェ
ルサイユ宮殿に代表されるようなバロックの宮廷がた
だちに想起される。規模の違いはあれ，ドイツにも似
たような宮廷がたくさんある。今日では国家にとって
観光資源として有意義なこれらの建物は素入や外国の
見物客にはどれもこれも皆同じようにしか見えないが，
その大きさと絢燗たる豪華さだけには本当に驚かされ
る。それにしてもバロックの君主はなぜこれほどまで
に宮廷に金をかけ，贅沢と豪華さを競わなければなら
なかったのであろうか。またそれは，どのような歴史
的意味があったのであろうか。この問題を少しでも解
いてみたいというのが本研究の目的であった。
　宮廷に対する学問的関心は，わが国においても翻訳
され，話題を呼んだN．エリアスの著書『文明化の過
程』および「宮廷社会」によって触発された。しかし
最近の研究によって明らかにされたところによれば，
フランスのルイ14世のヴェルサイユ宮殿をモデルとし
た宮廷絶対主義，政治的・社会的・文化的統合と規律
化の場としての宮廷のモデルは，同時代のドイツにお
いては，ハプスブルク家のウィーンの宮廷およびそれ
に対抗したヴィッテルスバッハ家のミュンヘンの宮廷
にのみ，しかも限られた意味において妥当するにすぎ
ない。ドイツは，領邦国家による小国分立の世界であ
る。そこでは一面において大小さまざまな領邦君主が，
神聖ローマ帝国という中心的宮廷のない宮廷社会にお
いて贅沢によって威信・名声を競い合い，そして多く
の場合，外面的にフランスの宮廷を模倣したのであっ
た。しかし他面，とりわけプロテスタント系の領邦に
おいては，威信表示的宮廷絶対主義とは異なる，家父
長制的宮廷とでも呼ぶべきドイッ固有のモデルが認め
られる。それは，領邦君主が家長として敬慶かつ有徳
の家政を営み，国父として臣民に模範を垂れるという
ものであり，社会的規律化のきわめて大きな機能を発
揮した。その最も典型的なものの一つとして，中部ド
イツのルター派小領邦ゼクセン＝ゴータ公国のエルン
スト敬廣公の宮廷がある。それは，すでに当時から古
文献において模範的宮廷として賞賛されていた。本研
究はこの宮廷の事例研究をもって完了するが，それに
ついては，別の機会に本紀要に発表する予定である。
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